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【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/045    (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/055    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  41/09     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  41/22     (2013.01)
   Ｈ０１Ｌ  41/187    (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０３Ａ
   Ｈ０１Ｌ  41/08    　　　Ｊ
   Ｈ０１Ｌ  41/22    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｌ  41/18    １０１Ｂ
   Ｈ０１Ｌ  41/18    １０１Ｚ
   Ｈ０１Ｌ  41/18    １０１Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月23日(2014.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧電体層と、一対の電極とを具備する圧電素子であって、ＡＬＣＶＤ法により形成され
た酸化アルミニウム膜を含む保護膜によって覆われていることを特徴とする圧電素子。
【請求項２】
　請求項１に記載する圧電素子において、前記保護膜が、スパッタリング法、蒸着法又は
ＣＶＤ法により形成された酸化アルミニウム膜からなる下層と、ＡＬＣＶＤ法により形成
された酸化アルミニウム膜からなる上層とからなることを特徴とする圧電素子。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載する圧電素子を具備することを特徴とする液体噴射ヘッド。
【請求項４】
　請求項３に記載する液体噴射ヘッドを具備することを特徴とする液体噴射装置。
【請求項５】
　圧電体層と、一対の電極とを具備する圧電素子を製造する方法であって、前記圧電素子
を覆う保護膜として酸化アルミニウム膜をＡＬＣＶＤ法により形成する工程を具備するこ
とを特徴とする圧電素子の製造方法。
【請求項６】
　請求項５に記載する圧電素子の製造方法において、前記酸化アルミニウム膜をＡＬＣＶ
Ｄ法により形成する工程の前に、スパッタリング法、蒸着法又はＣＶＤ法により形成され
た酸化アルミニウム膜からなる下層を形成する工程を具備することを特徴とする圧電素子
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の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　前記目的を達成する本発明は、圧電体層と、一対の電極とを具備する圧電素子であって
、ＡＬＣＶＤ法により形成された酸化アルミニウム膜を含む保護膜によって覆われている
ことを特徴とする圧電素子にある。
　かかる本発明では、ＡＬＣＶＤ法による酸化アルミニウム膜を含む保護膜を有している
ので、圧電体層が非鉛系の圧電材料から形成されても、耐湿性が確保され、耐圧が向上し
、圧電素子の破壊が防止される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の他の態様は、前記態様の圧電素子を具備することを特徴とする液体噴射ヘッド
、および当該液体噴射ヘッドを具備することを特徴とする液体噴射装置にある。
　これによれば、圧電素子の耐湿性が確保され、圧電素子の破壊が長期に亘って防止され
る液体噴射ヘッドおよび液体噴射装置が実現される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の他の態様は、圧電体層と、前記圧電体層に設けられた電極とを具備する圧電素
子を製造する方法であって、前記圧電素子を覆う保護膜として酸化アルミニウム膜をＡＬ
ＣＶＤ法により形成する工程を具備することを特徴とする圧電素子の製造方法にある。
　これによれば、仮に、圧電体層が非鉛系の圧電材料からなるものであっても、耐湿性が
確保された圧電素子を製造できる。
　前記酸化アルミニウム膜をＡＬＣＶＤ法により形成する工程の前に、スパッタリング法
、蒸着法又はＣＶＤ法により形成された酸化アルミニウム膜からなる下層を形成する工程
を具備することが好ましい。これによれば、耐湿性がさらに確保された圧電素子が製造さ
れる。
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